
学年差に対応した
年間指導計画・評価計画の作成

縦割りＡＢ年度での指導

１



単式での指導

５年生

５年生
学習内容①

６年生

５年生
学習内容②

６年生
学習内容①

６年生
学習内容②

【縦割り方式】

Ｂ年度Ａ年度

５年生
学習内容①

６年生
学習内容①

５年生
学習内容②

６年生
学習内容②

１年次は５年生の内容を、２
年次は６年生の内容を指導する
というように、両学年の学習内
容を２年間にわたって別々に配
列した指導計画です。教科書の
配列を参考にして指導すること
ができます。

ＡＢ年度方式(２年間で２学年分の学習をする方式)での指導

【横割り方式】

Ｂ年度

Ａ年度

６年生
学習内容②

５年生
学習内容①

５年生
学習内容②

６年生
学習内容①

両学年の内容を混合して配列し
た指導計画です。系統性や順序性
を考慮しつつ、「家族・家庭生
活」「衣食住の生活」「消費生
活・環境」の三つの内容をバラン
スよく２年間に分けた指導計画を
作成する必要があります。

ＡＢ年度方
式では、５・
６年生が一緒
に同題材を学
習できますね。
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同 単 元 指 導

【メリット】
○共通の指導場面が多く、一人一人に対して
丁寧な指導を行うことが可能となります。

○協働的な学習が可能となり、思考の多様化
や深化、表現力の向上が期待できます。

○教材・教具の準備や学習展開の効率化が期
待できます。

【デメリット】
○上学年の教材では、下学年にとって難しさ
があり、下学年の教材では、上学年にとっ
て易しい内容があるため、それぞれの学年
に対応した指導や評価が求められます。

○転出入や欠学年などへの対応を考える必要
があります。

同内容同程度指導
学年の区別なく、同じ教材

で同程度の指導をする方法で
す。授業の準備や指導は効率
的にできますが、学年に応じ
た指導や評価に留意する必要
があります。

同内容異程度指導
同じ教材を使って指導しま

すが、学年の違いによって実
現すべき目標と内容の程度を
変えて指導する方法です。学
年に応じた指導や評価ができ
ますが、授業の準備や指導は
少し複雑になります。
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児童の実態や学校
の実情に応じて、家庭
科の製作・調理実習で
は、「同内容異程度指
導」を取り入れたＡＢ年
度方式で指導計画・評
価計画を立てることが
おすすめです。そうする
と、部分的に複式指導
を行うことになります。

ＡＢ年度で年間指導計画を作ろう 同内容異程度指導を取り入れる



ＡＢ年度で年間指導計画を作ろう 縦割りＡＢ年度のよさと配慮すべき点

教科書の配列を参考にし
て指導ができるので、一方
の学年は、２年間とも当該
学年の内容に沿って学習で
きます。

当該学年の内容でない時
は、学年によって難易度が
異なる場合があります。指
導内容や方法、評価の仕方
等に配慮が必要です。

１年次
(Ａ年度・５年の内容)

５年生
Ａ・Ｂ・Ｃ児

６年生
Ｄ・Ｅ・Ｆ児

６年生
Ａ・Ｂ・Ｃ児

５年生
Ｇ・Ｈ・Ｉ児

６年生
Ｇ・Ｈ・Ｉ児

５年生
Ｊ・Ｋ・Ｌ児

３年次
(Ａ年度・５年の内容)

２年次
(Ｂ年度・６年の内容)

４年次
(Ｂ年度・６年の内容)

５年生の時に６
年の内容から学
習を始める児童
には、配慮が必
要です。

要配慮 要配慮

要配慮
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ＡＢ年度で年間指導計画を作ろう 縦割りＡＢ年度年間指導計画作成の例

毎年指導する内容は、
で表しています。
ガイダンスでは、家族の一員

として家庭生活をよりよくする
ために家庭科でどのようなこと
を学び、どのような力を身に付
けるかという２年間の学習の見
通しを持たせます。５年生の最
初に履修させることとなってい
るため、ＡＢ年度のどちらにも
最初の指導内容として位置付け
ています。

「生活を変えるチャン
ス！」は、内容 A(4)「家
族・家庭生活についての課
題と実践」に対応した題材
であり、２学年間で１つま
たは２つの課題を設定して
履修させることとされてい
ます。ここでは、各学年の
冬休みの計２回実践できる
よう、計画を立てています。

Ｂ年度では、６年の内容
を学習する５年生の児童に
指導しておかなければなら
ない内容を赤字で示してい
ます。
５年生にとって初めての

調理実習や、布を使った製
作では、学年別に指導する
必要があります。

Ａ年度では、５年の内容を学
習する６年生の児童に、難易度
を上げて指導する内容を赤字で
示しています。
６年生は、小物作りで刺しゅ

うを施すなどのひと手間を加え
たり、ごはんとみそ汁におかず
等を足した１食分の調理をした
りするなど、主に実習の内容を
異程度にしています。
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ＡＢ年度で評価計画を作ろう 縦割りＡＢ年度年間評価計画作成の例①

６年生は、前年度(Ｂ年度)に調理の基本や栄養のバラン
スを考えた食事について学習をしています。ここでは、そ
こで身に付けた資質や能力を生かした活動となるように、
「栄養のバランスを考える」ことを赤字で加え、調理では、
ゆでたりいためたりするおかず等も併せて１食分を作るよ
うにして、学年ごとの目標が達成できるようにしています。

これはＡ年度(５年の内容)の題材なので、Ｂ年度ではどの題材が関連している
のかを示しています。これにより、６年生が前年度にどのような学習をし、どの
程度の知識・技能が身に付いているのかが分かります。(P.5 年間指導計画・B年
度「⑩朝食から健康な１日の生活を」「⑬まかせてね今日の食事」参照)

包丁で皮を
取る６年生

ピーラーで皮を
取る５年生

６年生の調理
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ＡＢ年度で評価計画を作ろう 縦割りＡＢ年度年間評価計画作成の例②

Ｂ年度(６年の内容)の調
理はこの題材が初めてなの
で、５年生には、ガスや調
理器具の使い方、調理計画
の立て方などの指導が必要
です。調理計画の際に基本
的な内容を押さえ、調理実
習で確認しながら進めると
よいでしょう。

Ａ年度(５年の内容)では、どの題材が関連しているのかを示しています。Ｂ
年度から家庭科の学習をスタートさせた５年生の履修していない内容が分かり、
配慮すべきことが明確になります。（P.5 年間指導計画・A年度「①私の生活、大
発見!」「②おいしい楽しい調理の力」「⑤食べて元気!ご飯とみそ汁」参照）

６年生が５年生に
教えながら調理を進
めると、自分の知識や
技能を確かめるよい
機会になります。
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ＡＢ年度で評価計画を作ろう 縦割りＡＢ年度年間評価計画作成の例③

６年生は、前年度に身に付けた資質や能力を生
かした活動となるように、「使いやすさ」や「丈
夫さ」などの観点を赤字で加え、応用的な作品づ
くりになるようにしています。

これはＡ年度(５年の内容)の題材なので、６年生は前年度に手ぬいの基本練
習と、ミシンを使った生活を豊かにする物の製作を行っていることが分かりま
す。（P.5年間指導計画・B年度「⑫思いを形にして生活を豊かに」参照）

作品づくりに
取り組む６年生

針と糸の使い方を
確認する５年生

刺しゅうを施した
マスクケース(６年)
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ＡＢ年度で評価計画を作ろう 縦割りＡＢ年度年間評価計画作成の例④

５年生はウォールポケットやエプロ
ンなどの直線ぬいを基本とした物を製
作し、６年生はトートバッグやナップ
ザックなどを用途を考えながら工夫し
て製作する、というように学年によっ
て製作する物の難易度を変えています。
(P.5 年間指導計画・B年度「⑫思い
を形にして生活を豊かに」参照)

Ｂ年度から家庭科の学習を始めた５年生は、手ぬいやミシンぬい
の基本を学んでいないため、Ａ年度の指導内容を確認して、ここで
必要なことを指導します。（P.5 年間指導計画・A年度「③ひと針
に思いをこめて」「⑧ミシンにトライ」参照）

ポケット
付きナッ
プザック
(６年生)

ボックス
ティッシュ
カバー
(５年生)
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10

学年差に対応した指導のポイント

★教科書の配列を参考にして同題材を学習できるため、協働的に学ぶことが可能となり、思考の多様化や
深化、表現力の向上が期待できる。

★共通の指導場面が多く、一人一人に対して丁寧な指導を行うことが可能となるとともに、教材・教具の
準備や学習展開の効率化が期待できる。

★当該学年でない内容を学習する児童のために、難易度を考慮した指導の内容や方法、評価の方法につい
て計画を立てる必要がある。

★知識・技能ともに学年差が大きいため、学年別に異程度にした実習を取り入れることで、上学年は容易
すぎず、下学年は負担感なく学習することができる。

★上学年が下学年に教える場面を設けることで、上学年の児童は反復学習ができ、これまでに身に付けた
資質や能力の確実な定着につなげることができる。

★上学年の活動の様子を見ることで、下学年の児童は「来年はこんなことができるようになりたい。」と、
目標や見通しを持って学習することができる。

縦割りAB年度方式を取り入れると……

製作・調理実習で、同内容異程度指導を行うと……


